血管内皮機能の有望なバイオマーカーとしてのα2マクログロブリン by Shimomura, Ryo
  
論 文 内 容 要 旨 
 
 
Alpha-2-macroglobulin as a Promising Biological 
Marker of Endothelial Function 
（血管内皮機能の有望なバイオマーカーとしての α2
マクログロブリン） 

































（男性 69例、70.1 ± 9.2 歳）を対象とした。心血管リスク因子は、高血圧症、糖尿病、脂質異
常症、心房細動、腎機能障害とした。脳細小血管障害の重症度は頭部 MRIの白質病変で評価し、
Fazekaz分類を元に軽度(Fazekaz scale 0,1)と高度(Fazekaz scale 2,3)の 2群に分類した。血管
内皮機能は FMD で評価し、FMD 測定日に採取した血液サンプルから血清 α2マクログロブリ
ン値、白血球数、高感度 CRP値を測定した。またフローサイトメトリーを用いた CD34+/CD133+
陽性細胞を血管内皮前駆細胞と定義し、91例（89.2%）で血管内皮前駆細胞数を測定し、血清 α2
マクログロブリンと FMD および血管内皮前駆細胞数の関連性を検討した。 
【結果】72例(70.6%)が脳血管障害の既往を有しており、その内訳は、18例が心原性脳塞栓症、
10例がアテローム血栓性脳梗塞、19例がラクナ梗塞、14例がその他の脳梗塞、3例が一過性脳
虚血発作、8例が高血圧性脳出血であった。血清 α2マクログロブリン値の平均は、202.8 ± 56.2 
mg/dLであった。血清 α2マクログロブリンの値により、3群（低値群 109-176 mg/dL、中間群
178-216 mg/dL、高値群 218-393 mg/dL）に分類したところ、血清 α2マクログロブリン高値群
は高齢(p=0.019)で、基礎疾患として脂質異常症を多く有していた(p=0.021)。また、高度白質病
変を有する患者が多く(p=0.022)、FMD の値は有意に低かった(p=0.008)。単変量解析では、血
清 α2マクログロブリン値は年齢と正に相関し(r= 0.23, p=0.021)、FMDと負に相関した(r= -0.25, 
p=0.010)。血管内皮前駆細胞数は FMD と正に相関したが(r=0.21, p=0.044)、血清 α2マクログ




ログロブリン値は性別、高血圧症、白質病変重症度に独立して FMD と関連したが(β -0.185, 
p=0.033)、血管内皮前駆細胞数は FMD と関連する因子として残らなかった。 
【考察】心血管リスク因子を有する患者において、血清 α2マクログロブリン値は FMD で評価
した血管内皮機能と負に相関した。その一方で、血管内皮前駆細胞数は FMD と関連しなかった。
FMD は動脈硬化の重症度に関連し、心血管イベント発症の予測に有効であることが報告されて
いる。本研究の結果から、血管内皮前駆細胞数と比較し、α2マクログロブリンが血管内皮障害
を反映する血液バイオマーカーとしてより有用であり、α2マクログロブリンを測定することで
将来の心血管イベント発症の予測に有効である可能性が示唆された。 
